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（３）まとめ

  ○ 平成１６、１７年度の非破壊調査結果と今回の掘削状況等を比較したが、明

らかな相関は見られなかったことから、ドラム缶の広がりや深さを確認するた

めには、ボーリングによる調査が有効である。

○ 非破壊調査結果と平成１８年度の重機試掘調査結果を比較した際の「埋立状

況についての考察」では、Ｎｏ．２処分場の北側や東側にはドラム缶が埋め立

てられている可能性は小さいとの結果であった。

○ 平成２６年度のボーリング調査結果から、掘削法面の南側に残存するドラム

缶は、さらに南側に続いている可能性がある。なお、掘削法面の西側に残存す

るドラム缶は、北側及び西側方向への広がりは小さいと考えられる。


